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山梨県冷凍空調設備事業協同組合・一般社団法人山梨県冷凍空調設備保安協会

　山梨県冷凍空調
設備事業協同組合
（山下喜幸理事長）
と一般社団法人山
梨県冷凍空調設備
保安協会（石川勝秀
理事長）は、3月22日
にアイメッセ山梨で
行われた中小企業

組合まつりで、「美しい地球を未来の子どもたちにin
やまなし～オゾン層保護・地球温暖化防止に向けて
～」と題した基調講演、パネルディスカッション、クイ
ズ大会を実施した。
　この事業は、一般県民に対して業界で取り組んで

いるオゾン層保護・地球温暖化防止に向けた活動
への理解と協力を得ることを目的として実施してお
り、今回で5回目となる。
　今回は、「改正フロン法の概要」、「オゾン層保護・
地球温暖化防止」などの組合・協会の活動につい
て、未来を担う子ども達にも解りやすく知ってもらう
ため、講演会に加えてテレビ等でも人気の「甲州戦
記サクライザー」と地球温暖化防止について考える
クイズ大会を行い、多数の親子が参加した。
　パネルディスカッションやクイズにも参加した
NPO法人気候ネットワーク桃井貴子氏によると、昨
年2月14日～15日の観測史上1位を記録した本県
の大雪もフロン等を含む温室効果ガスの影響によ
る「温暖化」がひとつの要因とされている。

　組合・協会では、「フロン法改正により本年4月より
冷凍・空調ユーザーに対しても管理・フロン類の排
出抑制義務が決まった。しかし、地球温暖化防止の
ための取組みは、フロンを取り扱う事業者だけでは
なく、消費者や行政等のフロン漏洩に関する監視の
目が必要。もっと一般の人々に協力してもらえるよう
啓蒙普及活動を続けていきたい。」と語っている。

甲斐東部材産地形成事業協同組合

一般社団法人山梨県トラック協会

　一般社団法人山梨県トラック協会（坂本政彦会
長）は、3月7日（土）に昭和町「アピオ甲府」において、
業界のPRをかねた消費者セミナーを開催し、会員
企業の役職員等約230人が参加した。
　セミナーにあたり、坂本会長は、「今、運輸業界は
大変厳しい状況におかれている。その中で、トラック
輸送の大切さを知ってもらい、みんなが共通の認識

をもち、物流をめぐる
今後のあり方につい
て考えて行かなけれ
ばならない時代が来
ている。」と語った。
　セミナーは、「これ
からどうなる暮らしと
経済」をテーマに、講

師には、関西大学政策創造学部教授・政策学科長
の白石真澄氏を招き開催された。
　白石教授は、「今、運輸業界は人手不足で若い人
の採用が難しく、女性の雇用が多くなっている。これ
からの社会は、個々の企業とそれぞれの地域ががん
ばっていかなければ成り立たない。会議室の中では
新しい物はつくれない。」「創業しなければ雇用は生
まれないので、新しいビジネスを後押ししなければ成
長はない。」「労働集約型（介護・保育・運輸）産業
に人が集まらないので、定年制を廃止して、働ける
内は働いてもらう。しかし、若い人との給与の差はつ
ける。」「今後の日本は、社会保障が上がり、若い人
達の負担が増えるので、高齢者が働ける環境を整
える事が大切である。」などの話がされ、参加者は
みな熱心に聞き入っていた。

　参加者からは、「景気は上向いていると言われて
いるが、燃料の価格の高騰に加えて、人手不足とい
う2つの難題に直面している。物流は生活の中で欠
かせないものであるからこそ、これからも、くらしと経
済のライフラインとして頑張っていかなければならな
い。」と、今後業界として事業者が協力して対応しな
ければならない経営課題が意見として出され、益々
重要になってくる協会の役割を認識した。

　甲斐東部材産地形成事業協同組合（渡邊泰理
事長）は、オリジナルブランド「シンプルウッドまるき」
を立ち上げ、県産の木材を使った収納箱や店舗用
什器等の製造・販売に乗り出した。
　当該組合は、山梨県東部の木材供給拠点として
平成9年から活動を始めた甲斐東部材製材協同組
合（製材工場）、甲斐東部材プレカット協同組合（プ

レカット工場）と連
携して、原木販売
拡大のための市
場整備・運営を
行ってきたが、県
産木材の製材と
販売の取引量の
減少を受け、加工

設備や技術を生かして消費者に直販できる最終製
品を開発することを目指すこととなった。
　今回組合が新たな市場開拓のために着手したオ
リジナルブランドには、三つのポイントがある。一つ目
は全国有数の森林県である山梨の良質な県産材
「山梨の木」をたくさん使うことで地域振興と環境
保全を図ること。二つ目は近くの山から伐採した木
を製材・乾燥して「そのまま」使用することでシンプ
ルな部材の組み合わせを楽しむこと。三つ目は節を
含む木肌の自然な美しさ、無垢材のやわらかい手
触り、無塗装の木の香りを味わえる「すっぴん」と
なっている。
　収納箱はA4サイズを基本に、書類トレーから書棚、
おもちゃ箱から野菜入れまで活用が様 も々のとなっ
ている。オプションで高さオーダー、キャスター、ふた

付きを選ぶ
ことができる。
また、各種店
舗用什器は、
板厚15mm
以上のスギ
無垢材を使
用し、木箱、
陳列棚、平台、テーブル、ベンチ等、店舗の広さに合
わせた寸法で製作、部材の希望など様々な相談に
も応じることとしている。
　組合の渡邊泰理事長は、「今後、インターネット等
一般消費者に直接販売できる商品を作ることで、新
たな市場の開拓を目指すと同時に、商品を拡充する
ことで県産材の利用増につなげたい。」としている。
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